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研究成果の概要（和文）：日本とタイの中学生を対象とした食の安心・安全に関する授業を計画

的行動理論を用いて立案し，超鏡を活用した国際交流型実践を３年間にわたり実践した。介入

前後で知識得点は向上し，衛生行動である手洗い，食品・栄養表示をふまえた食物選択行動，

調理に関する行動コントロール感が上昇した。授業内に衛生・調理実験，試食，学校紹介等の

国際交流の時間を取り入れ，生徒同士が画面に同時に映り，同一の授業を受けたことにより関

心や自信からやる気が起こり，行動へと進み，超鏡の特性を生かした遠隔授業の効果があった。 

 

研究成果の概要（英文）：We have developed the “Food hygiene and food safety” curriculum 
for three years including experiments on hygiene and cooking which was based on the Theory 
of Planned Behavior. International exchange lessons were conducted as part of this 
curriculum between the Thai and Japanese junior high school students with the HyperMirror 
system. The knowledge scores were raised and self-efficacy of sanitary hand washing, food 
choice according to food labels and cooking was improved after the education. It was 
effective for the students to learn with those in a remote place by means of HyperMirror 
where they appeared on the same screen simultaneously and took part in the same class. 
They improved their behavior by having more interests and confidence that led to positive 
intention.  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

2010年度 900,000 270,000 1,170,000 

2011年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 
キーワード：食教育・超鏡・栄養学・計画的行動理論・遠隔教育・国際交流・食中毒予防・中
学生 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)近年，国民の「食」をめぐる状況が変化
し，栄養の偏り，不規則な食事，肥満や生活
習慣病の増加，過度の痩身志向，食の安全，
食の海外への依存，伝統的食文化の危機等の
様々な問題が生じ，その影響が顕在化してき

た。 
(2)平成 17 年に「食育基本法」が制定され，
食育は，生きる上での基本であって，教育の
三本の柱である知育，徳育，体育の基礎とな
るべきもの，「『食』に関する知識と『食』を
選択する力を習得し，健全な食生活を実践す
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ることができる人間を育てる」ことであると
定義している。 
(3)同年 3 月には「食育推進基本計画」が決
定され，平成 18 年度から 22 年度までの 5年
間を対象とし，食育の総合的な促進に関する
事項として取り組むべき施策等を提示して
いる。 
(4)平成 18 年に約 60 年ぶりに教育基本法が
改正され，中学校の新学習指導要領における
「食育」の推進についても明確化された。  
(5)「食育」をキーワードに学術論文を検索
すると，特に食と農および地域との連携によ
る実践的食育の報告と学校教育の中での栄
養教諭の役割，給食，家庭科，総合学習の場
での食育に関する報告が多いが，ICT を活用
した食育や中学生を対象にした報告はほと
んどされていない。 
(6)このように，食に関する指導について学
校教育現場や地域社会での明確な体制整備
がなされ，学校内で食育に携わる栄養教諭や
養護教諭，クラス担任，教科担任など全ての
職員，特別非常勤講師ら全員が，食育への哲
学も持ち，共通の最終目標を確認し，その上
で，役割分担をしながらティーム・ティーチ
ングを行い，家庭・地域社会との連携を推進
する取組が必要である。 
(7)平成 21年度現在，国内の学校の情報通信
基盤は整いつつあり，インターネットを利用
して国内外の学校との間で遠隔授業を実施
する学校は，増えつつある。したがって，本
研究は今後その必要性が増すであろう食教
育に新たな展開と，同じくその実施が増加す
ると見込まれる遠隔授業の広範な展開に寄
与するものと期待される。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では，心身ともに発育・発達が著
しく，学校で活動する時間や学校外での活動
も活発になり，生活空間や環境が大きく変化
する時期であるが，食育の事例がまだ少ない
中学生を対象とし，昨今，日本のみならず世
界各国で問題になっている「食の安心・安全」
をとりあげる。 
(2)「食の安心・安全をふまえた“衛生行動”，
“表示をふまえた食物選択行動”，“調理行
動”」をテーマとし，生徒たち自身が自分の
食生活に関して問題意識を持ち，さらに関
心・意欲を高め，態度育成，スキル習得へと
ステップアップし，問題解決するための目的
行動へ結びつけられるようなカリキュラム
を作成する。 
(3)生徒が楽しみながら学習可能であり，実
績のある遠隔視覚対話システム「超鏡
(HyperMirror)システム」を活用し，対象校
を結んで食育授業を実践する。 
(4)最終目標を「日常生活の中での実践」と
し，計画的行動理論をベースとして，対象校，

対象地域の特性を考慮して 3 年間食教育を
行う。併せて，知識，行動コントロール感（自
己効力），行動変容などによる評価をとおし
て，中学生に対する「食の安心・安全」教育
への超鏡の適用性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
【研究計画】 
食育の 10本の柱
（図 1）のうち，
基本的な調理を
身につける」こ
とを柱に，「食の
安心・安全」に
関するカリキュ
ラムを Ajzen I
の計画的行動理
論(図 2)を用い
て立案し，超鏡
による食教育授業を年 1回，計 3回実践する。 
・1年目：“衛生行動” 
・2年目：“表示をふまえた食物選択行動”  
・3年目：“調理行動”  

(1)1年目（平成 21 年度） 
①各校での情報通信ネットワーク状況の確
認・接続テスト実施 
②保護者からの食育プログラムに対する要
望」に関する質問紙調査 
③「衛生行動」に関する事前事後質問紙調査,
フードマッピング調査 
④「衛生行動」に関する食教育プログラムを
超鏡で 11月 24 日，30 日実施 
(2)2年目（平成 22 年度）  
①「食物選択行動」に関する事前事後質問紙
調査，間食マッピング調査 
②「食物選択行動」に関する食教育プログラ
ムテレビ電話(Skype)で 9月 2日，6日実施  
(3)3年目（平成 23 年度） 
①「調理行動」に関する事前事後質問紙調査，
フードマッピング調査 
②「調理実習」を超鏡とテレビ電話（Skype）
で 9月 12日，14日実施 
③超鏡実施後の「食の安心・安全に関するカ
リキュラム」の総合評価の実施 

(研究代表
者改変) 
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図 1 食育の 10本の柱 

行動への態度

やる気

周りからの期待に
対する気持ち
周りからの期待

に従おうと思うこと

行動の難しさに
対する気持ち
その行動は簡単
だと思うこと

１年目：衛生行動
２年目：食物選択行動

３年目：調理行動

２年目：食物選択行動カリキュラム実施

１年目：衛生行動カリキュラム実施

３年目：調理行動カリキュラム実施

主観的規範

行動コントロール感

行動に対する気持ち
行動に対して
ポジティブな

気持ちを持つこと

行動意志

図 2 計画的行動理論 
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【対象】 
日本都市部（公立Ｈ校，私立Ｎ校），タイ国
（私立Ｊ校）の中学生で 3年間継続（13～15
歳）する。タイ国Ｊ校は 2 グループに分け，
Ｈ校－Ｊ校 Aグループ，Ｎ校－Ｊ校 Bグルー
プと 2回実践授業を行った(図３)。 

【超鏡システムの利用】 
テレビ会議システムによる遠隔対話では，対
話者の視線，表情，身振り手振りといった
様々な非言語情報を視覚から得て総合的に
判断し，その対話内容と対話者の心情をより
詳しく理解するということが難しいとされ
ている。「超鏡」は，これらのデメリットを
解決するために，新たな対話空間を独自に生
じさせる遠隔対話ツールの一つとして開発
された。超鏡では，遠隔地の対話相手の映像
と自分の鏡像映像とを合成して同一画面に
映し出すことで，まるで同室にいるような感
覚で対話を行うことができる。「参加者を分
断する壁が映像上に存在しないため，参加者
は対話相手との位置関係を変えながら，映像
空間内を自由に移動ができる」特徴をもつ遠
隔視覚対話システムである(図 4)。また，超
鏡の優位性を確認する意味も含めて，インタ
ーネッ
トを利
用した
無料の
テレビ
電話が
可能な
Skype
も活用
した。 
【授業内容】 
中学校の学習指導要領，教科書，保護者から
の調査結果，先行研究をもとに，学習カリキ
ュラムを作成した。食中毒予防の 3 原則を理
解することをテーマとし，1 年目は講義に加
えて衛生実験を取り入れ超鏡を使用，2 年目
はグループワークとし講義にクイズを取り
入れ Skypeを使用，3年目は調理実験を取り
入れ，超鏡と Skypeを使用した。また，授業
前または後に生徒達による英語による国際
交流を取り入れた。小冊子を授業前に配布し，
生徒は小冊子を手元に置き学習内容を確認
しながら授業に参加し，小冊子の記入は授業
前，授業中，授業後に行った。 
【授業の進め方】 

授業計画案では，授業前 10 分，導入 5 分，
展開 45分，まとめ 5分，国際交流・あいさ
つ 10 分，授業後 5分の計 80 分とし，教室移
動や予備時間を含め，2時限分 100分とした。 
授業の進行は，司会は日本とタイの教員が行
い，講師役は研究メンバーが「博士」となり，
講義を行った。タイ側は，タイ語－日本語の
通訳を 1 名おいて実施した。 
【調査内容】 
(1)事前事後質問紙調査：自記式，集合配布
回収法にて 1年目は衛生行動，2 年目は表示
をふまえた食物選択行動，3 年目は調理行動
に関する同一の質問紙調査を遠隔教育介入
前と介入 3ヵ月後に実施した。 
(2)フードマッピング，間食マッピング調
査：遠隔教育介入前に，各校のコンピュータ
室にて，個人の食に関する意識を食品・食事
選択と健康度間の関連性を認知的側面から
評価するフードマッピング調査を 1，3 年目
に，食事以外の間食に関する調査（週当たり
の頻度，1回あたりに食べる量）を 2年目に
実施した。 
【データ解析方法】 
(1)「小冊子」「衛生行動，食物選択行動，調
理行動に関する質問紙調査」：アンケート集
計ソフト「EXCEL太閤 ver5.0」を用いてクロ
ス集計と独立性の検定（χ２検定），セルの
残差分析を行った。授業後に記入した，「今
日の遠隔授業のふりかえり」の 10 項目につ
いて，１年目，2 年目，3 年目それぞれ得点
化し，対応のある母平均の差の検定と一元配
置分析を行った。国別および国別性別にベー
スラインと介入後の結果について同一生徒
間の対応のあるｔ検定（paired t-test）を
行なった。「計画的行動理論」の適合につき，
PLSモデル(Partial Least Squares)によるデ
ザインとし，やる気と行動を潜在変数として
IBM SPSS Amos19 を用いて解析した。「フード
マッピング調査」と「間食マッピング調査」：
学校別にパターン別，栄養タイプ別にクロス
集計を行い，χ2 検定，セルの残差分析を行
った。 
４．研究成果 
(1)1年目（平成 21 年度） 
①1年目は“衛生行動”をテーマとし，「食事・
調理前の手洗いができる」などを行動目標と
した。授業構成は導入として HyperStage（写
真版の HyperMirror）による学校訪問，i)衛
生博士による「食中毒の 3原則」についての
解説，ii)シート型培地による肉をさわった
後の手洗い実験，iii)ATPふき取り検査，iv)
「手洗いの歌」による正しい洗い方の実践，
v)英語による国際交流の 5部構成とした。 
②１回線を用い超鏡・テレビ電話・PC 画面の
切り替えにより遠隔授業を実施した。PC 画面
の中に教師が入り，説明事項を教師が指差し
ながら解説する試みを行った。PC 画面に入る

国内側(ブルーバック) 海外

＋ ＝

ハイパーミラー画面
国内側鏡像表示

国内側(ブルーバック) 海外

＋ ＝

ハイパーミラー画面
国内側鏡像表示

図 4超鏡(HyperMirror)の画面 

図 3対象校の接続 

 

日本都市部（N校）
１年目：70名（男43，女27）
2年目：69名（男43，女26）
3年目：69名（男43，女26）

日本都市部（H校）
１年目：36名（男17，女19）
2年目：35名（男16，女19）
3年目：35名（男16，女19） タイ国（私立校）

１年目：118名（男55，女63）
2年目：119名（男57，女62）
3年目：121名（男57，女65）

インターネット
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教師が指差す内容が同一になるよう，PC 画面
は日本用，タイ用の２種類を作り，それらの
図が鏡像の位置になるよう配置にした。 
③授業の中に視覚的に結果を把握すること
が可能な実験を取り入れたことで，生徒に興
味を持たせることができた。 
④国や学校紹介を取り入れた参加型授業で，
楽しく，興味を持って授業に臨める内容であ
ることが望ましいことが伺えた。 
⑤超鏡システムの評価では，タイ生徒の方が
「同じ場所で活動している」等評価が高かっ
た。日本側は，生徒の配置など映像の見え方
に工夫が必要と思われた。 
⑥フードマッピング調査では，各食物の体へ
の重要度と摂取頻度が関連していないなど
食の認識がずれている生徒には，バランスよ
く食べることや間食のとり方について重点
的に栄養教育する必要があることが示され
た。 
⑦質問紙調査の結果では，3 校とも知識と関
心の間の相関を除き，主観的規範，関心，セ
ルフエフィカシーの３要素間には相互に有
意な相関があった。4 要素の平均得点には学
校差はみられなかった。 
⑧知識は日本が，主観的規範はタイが有意に
高かった。両国とも女子の関心が高かった。 
⑨遠隔食教育授業後では，3 校とも知識得点
は上昇し，行動面では 3校とも外食前の手洗
い率，トイレ後の手洗い率が有意ではないも
のの増加傾向にあった。 
(2)2年目（平成 22 年度） 
①2 年目は“食物選択行動”をテーマとし，
「食品ラベルなどの確認ができる」，「食品の
選び方がわかる」，「間食の摂り方がわかる」
を行動目標とした。授業構成は i)生徒による
英語での学校紹介，ii)栄養博士によるクイ
ズを取り入れた「食材の選び方」，「食品ラベ
ルの見方」の解説，iii)両国の伝統的菓子の
試食の 3 部構成としグループワークとした。 
②システムは，2回線のテレビ電話（Skype）
を使用した。画面 1 は相手のカメラ 1/自分側
の生徒達，画面 2は相手のカメラ 2/コンピュ
ータ画面とした。日本の生徒達，タイの生徒
達をそれぞれの画面に映すことができ，お互
いの回答の比較ができたことが良かった。 
③1 年目の超鏡と 2 年目のテレビ電話システ
ムの評価は両国とも超鏡の評価が高かった。 
④間食マッピング調査の結果は日本は午後，
タイは朝，昼に摂取するパターンが多かった。
タイではエネルギー，塩分，脂質が日本より
多く，日本では糖分が多かった。肥満生徒で
は，糖分，塩分，脂質が過剰で，間食を摂り
すぎの傾向があった。 
⑤質問紙調査の結果は,タイは関心が，日本
では関心と行動コントロール感が有意に上
昇していた。行動意思はタイが日本より高い
傾向であり，タイでは女子のほうが男子より

高かったが，日本では性差はほとんどなかっ
た。行動得点は両国とも上昇した。このこと
から，食物選択に関する食品・栄養表示につ
いての遠隔国際交流学習は効果があったと
考えられる。但し，タイ男子のみ有意な上昇
ではなく，新鮮な野菜を見分ける自信や食品
表示をみる自信などすべての項目で行動コ
ントロール感が低下していた。 
⑥「計画的行動理論」のモデルの適合は男子
が女子よりよく，日本の女子は低かった。介
入後タイは，関心からやる気への，日本は行
動コントロール感からやる気へのパス係数
が上昇した。やる気から行動へのパスは日本
のみ上昇した。 
(3)3年目（平成 23 年度） 
①3 年目は“調理行動”をテーマとした。行
動目標を「安全な調理方法がわかる」，「安全
な調理ができる」に設定した。授業構成は，
i)生徒による英語での学校紹介とコーラス
やダンスの披露による国際交流，ii)調理博
士によるクイズを取り入れた「調理の流れと
手順」，「肉をさわった手の実験結果」，「正し
い手の洗い方」，「食品ラベルの見方（賞味期
限）」，「調理時の身だしなみ」の解説，iii)
カードゲームによる「食中毒予防 3 原則」の
まとめ，iv)ハンバーグの中心温度を測定す
る調理実験，v)試食の 5部構成とした。 
②超鏡システムとテレビ電話（Skype）を併
用し，中心温度の変化を PC 画面の共有化に
よりグラフ表示で示した。 
③両国同時の調理実験では,両国の教師が師
範台に立ち，それぞれの国で実験を行いなが
ら，温度変化や師範台の画面映像等を共有し，
実験を行った。 
④フードマッピング調査では，日本は，どの
食物も身体に大切と認識してよく食べてお
り，タイは，体に悪いと認識しているものも
よく食べていた。塩分摂りすぎタイプは日本
に多かった。 
⑤質問紙調査の結果では，知識については，
両国男女とも合計点は介入後に上昇した。両
国とも女子のほうが男子より上昇率が高か
った。「食中毒の予防やっつける」の「十分
に火を通す」が最も正解率が高かったが，こ
れはハンバークを焼く実習の成果と思われ
る。しかし中心温度については実習中に繰り
返し指導したにもかかわらず，正解率は半数
前後であった。実習の操作に気をとられ，詳
細な知識は十分に定着しなかった。関心は両
国とも介入により有意な変化はなく，調理に
ついての関心度は性差がある。主観的規範は
タイ男子のみ有意に低下した。タイでも男子
に対しては家族から調理行動に対する働き
かけは少ないようである。行動コントロール
感は両国とも上昇し，特に男子で上昇してい
る。実際に調理実習をして「できる」という
自信が上昇した点では介入の効果があった
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と考えられる。 
⑥「計画的行動理論」のモデルは，両国とも
男子で適合し，女子については両国とも当て
はまりはよくなかった。やる気へのパスとや
る気から行動へのパスも上昇していなかっ
た。 
(4)まとめ 
［授業内容について］ 
①異なる国同士で，文化，教育内容が異なる
ところで食教育を行うことは，共通の部分も
あるが，教材選びが難しかった。 
②3 年間を通して，共通のテーマ（今回は食
中毒予防 3原則）を掲げ，授業案の統一性が
図れた。 
③子ども達は，学校紹介，衛生実験や調理実
験，超鏡システムなど新しいことを体験，経
験するような参加型の授業内容の方が，講義
型学習よりも興味，関心が増し，望ましいこ
とが伺えた。 

［遠隔授業システムについて］ 

①超鏡システムやテレビ電話システム
（Skype）の PCとの切り替え等のカメラワー
クを含め，教室の設定（電源の位置，容量，
通信回線速度），通信遮断，停電等の非常時
の対応，スタッフの役割分担，使用教材の確
認等，事前に授業のリハーサルを十分に行う
必要がある。 
②ネットワーク環境の状況により，動画映像
の不鮮明，複数回線使用による画像，音声帯
域の限界等両国の回線速度の問題があった。 
③限られた通信回線を介しての対話や授業
であることを前提に，リアルタイムな動画映
像だけではなく，静止画像の活用，ローカル
での教材提示など，使い分ける必要がある。 
④遠隔授業において分かりやすい画像（文字
の大きさ，画像の鮮明さ，文字反転の鏡像画
像等）で示すことの重要性が示唆された。 
⑤講義する博士の対面で授業を受けている
感覚が得られるように，画面上の博士や通訳
者の立ち位置や映像の工夫が必要である。 
④3 年目の「調理行動」での実践では，生徒
同士の対話や共通教材の活用では HM システ
ムを，お互いの教室全体の映像は Skypeシス
テムを利用し，両システムの特徴の利点を取
り入れて活用したところ，2 年目よりも高い
評価が得られた。授業内容に合わせて，シス
テムを使い分けたことで，スタッフの労力の
軽減，生徒が参加しながら相手との同室感が
得られた遠隔国際交流学習は効果があった
と考えられる。 
［国際交流について］ 
①時差の問題があり，同時に遠隔授業を実施
する為には，2～3時間ぐらいまでが限界であ
る。 
②毎回，英語による学校紹介やダンス紹介な
どの生徒達の発表があった。順番にカメラの
前に立ち，パワーポイントや写真を有効に活

用して発表するなど，限られた通信量（時間
も含む）を有効に利用するための工夫を随所
に凝らしたものであった。送信内容を精査す
る実践の場を生徒達に提供できたという意
味でも本プロジェクトは効果があったとい
える。 
［国際交流型遠隔授業による食教育の効果
について］ 
①衛生行動について，介入後では，両国とも
知識得点は上昇し，行動面では両国とも外食
前の手洗い率，トイレ後の手洗いをする割合
が増加傾向にあった。 
②食物選択行動について，介入後では両国と
も行動得点が上昇し，タイでは関心からやる
気，日本は行動コントロール感からやる気が
上昇し，やる気から行動へと上昇した。この
ことから，食物選択に関する食品・栄養表示
についての遠隔国際交流学習は効果があっ
たと考えられる。 
③調理行動について，知識については介入後
に上昇し，調理についての関心度は性差があ
る。行動コントロール感は両国とも上昇し，
とくに男子で上昇している。実際に調理の実
習をして，「できる」という自信が上昇した
点では介入の効果があったと考えられる。日
本では家庭科は男女共修になったが，依然と
して男子への教育の工夫が必要である。 
④「計画的行動理論」のモデルは，両国とも
男子で適合した。女子については両国とも理
論モデルの当てはまりはよくなかった。女子
の調理行動についてはその他の要因を今後
検討する必要があると考えられる。 
⑤Ｈ校（公立）は，校外学習体験授業の一環
として，本研究の授業を年間計画に取り入れ，
東京電機大学，女子栄養大学にて遠隔交流授
業を実践し，Ｎ校（私立）は同キャンパス内
の大学校舎内で授業を行い，施設設備や通信
回線速度の確保の意味も含めて，中-大の連
携がとられ双方にとって好評であった。 
［総括］ 
日本とタイの中学生を対象とした食の安
心・安全に関する授業を計画的行動理論を用
いて立案し，超鏡を活用した国際交流型実践
を３年間にわたり実践した。介入前後で知識
得点は向上し，衛生行動である手洗い，食
品・栄養表示をふまえた食物選択行動，調理
に関する行動コントロール感が上昇した。授
業内に衛生・調理実験，試食，学校紹介等の
国際交流の時間を取り入れ，生徒同士が画面
に同時に映り，同一の授業を受けたことによ
り，関心や自信からやる気が起こり，行動へ
と進み，超鏡の特性を生かした遠隔授業の効
果があった。 
[今後の展望] 
最新の ICT技術の活用や遠隔交流授業を取り
入れたカリキュラムの作成実施は，中学生対
象の食教育に新たな展開が期待できる。 
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